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共同生活援助（グループホーム）を 

提供する事業所の回答状況 
 

 

問１．事業所情報 

サービス種別 対象事業所 回収数 回収率 

共同生活援助 177 138 78.0％ 

 

 

 

問２．医療的ケアが必要な方（児・者）の受入れ状況利用実績（最も当てはまるものを一つ

選択・全事業所回答） 
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受け入れていない

現在は受入れていないが、障がい児、障がい者共に

対応可能

現在は受け入れていないが、障がい者に対応可能

現在は受け入れていないが、障がい児に対応可能

障がい者、障がい児を共に受け入れている

主として障がい者を受け入れている

主として障がい児を受け入れている 回答数：138
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問３．事業所で対応可能な医療的ケアの状況（複数選択可・医療的ケアが必要な方を受け入

れている事業所回答） 
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分からない・回答しない

痙攣時における座薬挿入、吸引、酸素投与又は迷走神経刺激

装置の作動等の処置

排便管理（浣腸）

排便管理（摘便又は洗腸）

排便管理（消化管ストーマ）

持続的導尿（尿道留置カテーテル、膀胱ろう、腎ろう又は尿

路ストーマ）

間欠的導尿（間隔をあけて実施する導尿）

継続的な透析（血液透析、腹膜透析）

血糖測定（埋め込み式血糖測定による）

血糖測定（持続血糖測定を含む。埋め込み式血糖測定以外）

皮下注射（持続皮下注射ポンプの使用）

皮下注射（インスリン、麻薬等含）

中心静脈カテーテルの管理（中心静脈栄養、肺高血圧症治療

薬、麻薬等）

経管栄養（持続経管注入ポンプ使用）

経管栄養（経鼻胃管、胃ろう、経鼻腸管、経胃ろう腸管、腸

ろう又は食道ろう）

ネブライザーの管理

吸引（口鼻腔、気管内）

酸素療法

鼻咽頭エアウェイの管理

気管切開の管理

人工呼吸器の管理 回答数：20
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問４．医療的ケアが必要な方の人数（最も当てはまるものを一つ選択・令和５年８月サービ

ス提供における実人数を回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５．医療的ケアが必要な方はどのような目的で事業所を利用しているか。（複数選択可・

医療的ケアが必要な方を受け入れている事業所） 
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0人

回答数：28

10

3

3

5

0 10 20 30 40

その他

介護者のレスパイトのために、短期入所事業所等を利

用している

利用者本人の生命維持（医療的ケア）のために、障が

い福祉サービス等を利用している

日中、家に介護者がおらず、入浴や食事などの日常生

活を送るために障がい福祉サービス等を利用している

回答数：17
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問６．医療的ケアが必要な利用者のうち、重症心身障がいの方（最も当てはまるものを一つ

選択・医療的ケアが必要な方を受け入れている事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．利用者のうち、職員の補助なく自分で医療的ケアができる方（最も当てはまるものを

一つ選択・医療的ケアが必要な方を受け入れている事業所） 
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回答数：17
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回答数：16
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問８．利用者自身では医療的ケアが必要な時に申し出ることができず、職員が利用者の状態

を常時観察する必要がある利用者（最も当てはまるものを一つ選択・医療的ケアが必要な

方を受け入れている事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．医療的ケアを実施している職員（複数選択可・医療的ケアが必要な方を受け入れてい

る事業所） 
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4、5人
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0人 回答数：15
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0

0 10

その他

分からない・回答しない

喀痰吸引等研修受講者

介護福祉士

看護師（医療機関等からの訪問（医療連携体制加算等））

看護師（非常勤職員として事業所に配置）

看護師（常勤職員として事業所に配置）

医師（嘱託医等） 回答数：21
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問 10．医療的ケアを実施している職員の対応状況（最も当てはまるものを一つ選択・医療

的ケアが必要な方を受け入れている事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11．医療的ケアが必要な方を受け入れるにあたって、医療機関との連携が取れているか

（複数選択可・医療的ケアが必要な方を受け入れている事業所） 
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3

1

1

1
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その他

分からない・回答しない

喀痰吸引等研修を受講している職員が配置されているが、全

ての医療的ケアは看護師などの看護職員が対応している

喀痰吸引等研修を受講している職員が配置されておらず、全

ての医療的ケアは看護師などの看護職員が対応している

喀痰吸引や経管栄養を除く医療的ケアは看護師などの看護職

員が対応している

介護福祉士等の資格を有する生活支援員が対応している

看護師資格や介護福祉士等の資格を有しない生活支援員が対

応している
回答数：21

2
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12

7

0 10 20

その他

医療機関からの看護師の派遣により対応

救急入院により対応

必要に応じてかかりつけ医などに搬送して受診する

必要に応じて医師が往診する
回答数：20
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問 12．医療的ケアの提供にあたり工夫していること（複数選択可・医療的ケアが必要な方

を受け入れている事業所） 
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その他

分からない・回答しない

医療的ケアが必要な方に関する事故等に備え、保険に加入している

緊急時の対応について、主治医、訪問看護師、家族等と情報共有している

災害時に備え避難訓練を実施している

医療的ケアが必要な利用者を受け入れている事業所と情報交換できる機会がある

医療機器の業者を招いた勉強会の機会がある

医療的ケアに関する研修に職員が参加できる環境を整えている

送迎の実施

モデル人形の準備等、職員が手技を練習できる環境がある

医療的ケアに係るヒヤリハット等を職員同士で情報共有や話し合いができる環境

がある

医療的ケアが必要な利用者への対応時に、医療的ケアの方法が分からなくなった

場合は、その場で主治医や訪問看護師等に確認できる体制を作っている

医療的ケアが必要な利用者がいる場合、訪問看護ステーション等からの訪問によ

る看護職員を配置することができる

医療的ケアが必要な利用者がいる場合、配置できる看護職員を雇用している。

利用者ごとの医療的ケア実施手順書を作成している

利用者の個別具体的な医療的ケアを含んだ個別支援計画やカルテ等を作成してい

る

医療的ケアが必要な利用者が利用する障がい福祉サービス事業所（又は支援施

設）への具体的ケア等の聞き取り

医療的ケアが必要な利用者が利用する訪問看護ステーションへの具体的ケア等の

聞き取り

医療的ケアが必要な利用者の主治医への具体的ケア等の聞き取り

医療的ケアが必要な利用者の家族への具体的ケア等の聞き取り 回答数：23
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問 13．令和４年度における医療的ケアが必要な方、重要心身障がい児・者の利用お断りの

件数（最も当てはまるものを一つ選択・全事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14．利用を断った主な理由（最も当てはまるものを一つ選択・全事業所） 
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分からない・回答しない

報酬面により受入が困難

設備上受入が困難

人員配置上受入が困難 回答数：11
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0件

問い合わせなし

回答数：76
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問 15．利用を断った際の対応（複数選択可・全事業所） 
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その他

基幹相談支援センターや他事業所の紹介はして

いない

市外の他事業所を紹介している

市内の他事業所を紹介している

基幹相談支援センターを紹介している

回答数：7
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問 16．医療的ケアを提供する上での課題（複数選択可・全事業所） 
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61

2

3

7

27

19

45

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

分からない・回答しない

特に課題はない

現在の報酬体系では医療的ケアが必要な利用者の受入れに

必要な費用（人件費、設備費、光熱水費等）を賄えない。

医療的ケアが必要な利用者の急なキャンセルが多く、調整

に苦労する

医療的ケアの利用者を受け入れるための設備・機器等を設

置・所有していない（又は不足している）

喀痰吸引等研修を受講している職員がいない

送迎を実施できない。

医療的ケアを実施できる職員の確保が難しい

医療的ケアの対応が不要な利用者と比べると、利用日数や

回数を制限せざるを得ない

医療的ケアが必要な方の利用ニーズはあるが、利用者の利

用日が重複するためこれ以上の数を受け入れるのは難しい

医療的ケアが必要な方の利用ニーズはあるが、職員数が少

ないためこれ以上の数を受け入れるのは難しい

医療的ケアが必要な利用者側のニーズに対して対応できな

いケアや支援内容がある

医療的ケアの手技等が正しく行えているか不安である

医療的ケアが必要な利用者の体調管理や緊急時対応ができ

るか不安である

回答数：76
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問 17．医療的ケアが必要な方を受け入れる事業所が増えるために行政において必要な取組  

み（複数選択可・全事業所） 

 

 

 

問 18．今後、医療的ケアが必要な方を受け入れる予定（最も当てはまるものを一つ選択・

医療的ケアが必要な方を受け入れていない事業所） 
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43
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24

23

32

38

0 10 20 30 40 50

その他

分からない・回答しない

手技練習するためのモデル人形等の貸出

看護師等の派遣

医療的ケア受入事業所間で情報交換等ができる場の

設置

医療的ケア児コーディネーターを中心とした関係機

関の連携の推進

医療的ケアが必要な方に関する情報を得ることがで

きるホームページ

医療的ケアが必要な方の支援に関する研修の実施

医療的ケアが必要な方に関する相談ができる窓口

回答数：79

52

4

12

0 10 20 30 40 50 60

医療的ケアが必要な方からの利用ニーズはなく、受

入れ予定はない

医療的ケアが必要な方からの利用ニーズはあるが、

受入れ予定はない

今後受け入れたいと考えている
回答数：68
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問 19．受け入れ可能となる条件（複数選択可・医療的ケアが必要な方を受け入れていない

事業所） 

 

2

2

9

7

9

1

7

5

4

7

6

9

9

0 10

その他

分からない・回答しない

対象者の保護者から「事業所側でできること」の

限界について理解を得ること

医療的ケアがある利用者を受け入れることについ

て、職員の理解を得ること

医療的ケアが実施できる看護師や介護職を採用す

ること

現在いる看護師が、医療的ケアを実施できるよう

になること

現在勤務している介護職員等が喀痰吸引等研修を

受けて医療的ケアを実施すること

送迎を実施ための人員、車両を確保すること

サービスの利用ニーズがあること

医療的ケアの手技に関する一般的な研修を定期的

に受けられること

緊急時に医療機関との連携が取れること

医療的ケアが必要な利用者の主治医や訪問看護ス

テーションの支援が受けられること

設備が整えば受入が可能（バリアフリー化、電源

の確保等）

回答数：15
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問 20．受入れを行わない理由（複数選択可・医療的ケアが必要な方を受け入れていない事 

業所） 

 
 

 

 

 

 

 

  

1

0

23

4

7

26

48

45

28

28

0 10 20 30 40 50 60

その他

分からない・回答しない

送迎を実施していない

医療的ケアを実施することに職員の理解が得ら

れない

急な入院等が多いことから調整が困難である

賃貸物件であり、医療的ケアが必要な方の受入

れに必要な施設の改修が困難なため

医療的ケアの利用者を受け入れるための設備・

機器等を設置・所有していない

医療的ケアができる看護師や介護職員等がいな

い

医療的ケアが必要な利用者と他利用者との双方

の安全が確保できない

サービスの利用ニーズがない 回答数：56
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問 21．医療的ケアが必要な方の受入れ施設として、どのような施設が担うべきと考えます

か（複数選択可・全事業所） 

 
 

 

 

問 22．医療的ケアが必要な方の受入れを担うべき医療機関はどのような医療機関である 

と考えますか（複数選択可・全事業所） 

 

 

7

41

38

21

23

23

53

0 10 20 30 40 50 60

その他

医療法に基づく病院や診療所

介護保険法に基づく介護老人保健施設や介護医療院等

の介護保険施設

障害者総合支援法に基づく共同生活援助（グループ

ホーム）を行う障がい福祉サービス事業所

障害者総合支援法に基づく短期入所を行う障がい福祉

サービス事業所

障害者総合支援法に基づく生活介護等を行う障がい福

祉サービス事業所（通所施設）

障害者総合支援法に基づく施設入所支援を行う障がい

者支援施設（入所施設）

回答数：80

3

14

16

41

0 10 20 30 40 50

その他

小児科のある病院又は診療所

内科のある病院又は診療所

一定以上の規模がある総合病院

回答数：51


